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生
活
に
必
要
な
生
計
費
を
非
課
税
に
す
る
の
は
税
の
大
原
則
で

あ
り
、
日
本
共
産
党
は
課
税
最
低
限
の
引
き
上
げ
を
求
め
て
き
ま

し
た
。
９
日
の
本
会
議
、
６
月
議
会
に
提
案
さ
れ
た
市
民
税
に
つ

い
て
、
き
よ
た
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
改
正
で
は
、
特
定
扶
養
控
除
の
拡
大
だ
け
で
な
く
、
給

与
所
得
控
除
も
見
直
さ
れ
、控
除
額
が
10
万
円
増
や
さ
れ
ま
す（
表

参
照
）。
今
回
の
改
正
で
現
行
の
所
得
税
の
課
税
ラ
イ
ン
は
基
礎

控
除
48
万
円
と
給
与
所
得
控
除
55
万
円
の
１
０
３
万
円
か
ら
、
基

礎
控
除
58
万
円
〜
95
万
円
と
給
与
所
得
控
除
65
万
円
の
１
２
３
万

円
〜
１
６
０
万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

給
与
所
得
控
除
の
引
き
引
き
上
げ
は
物
価
の
上
昇
の
た
め
で
す

が
、
年
金
収
入
や
営
業
収
入
の
控
除
額
引
き
上
げ
は
な
く
減
税
に

な
ら
な
い
た
め
問
題
で
す
。
ま
た
、
所
得
税
の
基
礎
控
除
48
万
円

は
引
上
げ
に
な
っ
た
の
に
対
し
、
住
民
税
の
基
礎
控
除
は
現
行
の

ま
ま
で
す
。
国
は
所
得
税
の
基
礎
控
除
引
き
上
げ
は
物
価
上
昇
を

理
由
に
し
て
い
ま
す
。
き
よ
た
議
員
は
「
住
民
税
の
基
礎
控
除
の

引
き
上
げ
も
同
じ
よ
う
に
す
る
べ
き
」
と
訴
え
ま
し
た
。

６
月
11
日
の
福
祉
企
業
委
員
会
で
中
村
議
員
が
質
問

制
度
破
綻
の
マ
イ
ナ
保
険
証

後
期
高
齢
者
医
療
は
資
格
確
認
書
を
全
員
に
送
付

物
価
高
騰
へ
の
対
応

課
税
最
低
限
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

所得と住民税の壁を比較
項目

基礎控除

給与所得控除の
最低保障額

区分

変更前

変更後

変更前

変更後

住民税

43万円

55万円

65万円 65万円

55万円

43万円（変更なし）

48万円

58～95万円
（所得に応じて変動）

所得税

特
定
扶
養
控
除

の
対
象
拡
大

　

19
歳
以
上
〜
23
歳
未
満

の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
に

対
す
る
特
定
扶
養
控
除

（
控
除
額
：
所
得
税
63
万

円
、
住
民
税
45
万
円
）
の

適
用
者
数
は
２
０
２
４
年

度
７
５
０
５
人
で
し
た

が
、
今
回
の
改
正
で
対
象

者
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。
課

税
ラ
イ
ン
の
引
き
上
げ
に

よ
り
、
子
ど
も
の
ア
ル
バ

イ
ト
収
入
が
１
６
０
万
円

を
超
え
な
け
れ
ば
特
定
扶

養
控
除
の
適
応
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
１
６
０
万
円

を
超
え
て
も
１
８
８
万
円
以
下
ま
で
は
控
除
額
41
万
円
〜
３
万

円
の
特
定
扶
養
控
除
が
適
応
と
な
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
本
人
の
勤
労
学
生
控
除
が
所
得
税
は
１
５
０
万
円
、

住
民
税
で
は
１
３
４
万
円
で
消
失
し
、
本
人
の
税
負
担
が
増
え

ま
す
。
２
０
２
３
年
度
の
勤
労
学
生
控
除
は
18
人
、
２
０
２
４

年
度
は
定
額
減
税
が
あ
り
、
適
用
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
き

よ
た
議
員
は
「
１
０
０
万
円
以
上
も
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
な
け
れ

ば
生
活
が
成
り
立
た
な
い
状
況
は
お
か
し
い
。
学
費
値
下
げ
、

給
付
型
奨
学
金
の
充
実
が
必
要
」
と
し
ま
し
た
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
紙
の
保
険
証
は
７
月
末
に
有
効
期
限
が

切
れ
ま
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
７
月
に
紙
の
保
険
証
に
代
わ

る
「
資
格
確
認
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
「
マ
イ

ナ
保
険
証
」
を
保
有
し
て
い
る
場
合
は
「
資
格
確
認
書
」
の
郵

送
は
し
な
い
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
６
月
議
会
に
「
マ
イ
ナ
保

険
証
」
の
保
有
に
か
か
わ
ら
ず
、
全
員
に
資
格
確
認
書
を
交
付

す
る
た
め
の
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
ま
で
の
対
応
を
国
が
変
更
し
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
高
槻

市
は
「
マ
イ
ナ
保
険
証
の
後
期
高
齢
者
の
利
用
率
が
低
い
こ
と
。

資
格
確
認
書
を
希
望
す
る
方
か
ら
の
申
請
が
集
中
す
る
こ
と
を

想
定
」
し
た
こ
と
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
中
村
議
員
は
「
も
と
も

と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
更
新
が
高
齢
に
な
る
ほ
ど
難
し
く

な
る
こ
と
は
わ
か
っ
て
い
た
こ
と
で
、
現
行
の
保
険
証
を
残
す
こ

と
が
一
番
合
理
的
だ
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
す
で
に
マ
イ
ナ
保

険
証
が
破
綻
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
の
紙
の
保
険
証
は
10
月
末
に
有
効
期
限
が
切

れ
ま
す
が
、
高
槻
市
は
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
を
保
有
し
て
い
る

場
合
は
「
資
格
確
認
書
」
の
郵
送
は
し
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

中
村
議
員
は
「
一
部
の
自
治
体
で
は
国
民
健
康
保
険
加
入
者
全

員
に
資
格
確
認
書
を
郵
送
す
る
と
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
こ
と

で
何
ら
か
の
罰
則
は
あ
る
の
か
」
と
質
問
。
市
は
「
罰
則
規
定

は
な
い
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
中
村
議
員
は
「
国
民
健
康
保
険

の
資
格
書
に
つ
い
て
も
、
今
ま
で
の
よ
う
に
全
員
に
保
険
証
と

同
じ
よ
う
に
届
け
る
べ
き
だ
」
と
求
め
ま
し
た
。



日本共産党高槻市会議員団　市政資料 （2）
　

高
槻
市
教
育
委
員
会
は
「
す
べ
て
の
学
校
を
義
務
教
育
学
校
と

す
る
こ
と
」
を
審
議
会
に
諮
問
し
て
お
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
審

議
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
５
月
30
日
に
開
催
さ
れ
た
第
７
回
目
の

学
校
教
育
審
議
会
で
は
「
義
務
教
育
９
年
間
の
育
ち
と
学
び
の
連

続
性
を
保
障
す
る
教
育
環
境
整
備
」に
つ
い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
が
提
出
し
た
資
料
「
中
学
校
区
ご
と
の
児
童
生
徒

数
の
推
移
」
で
は
、
２
０
２
４
年
と
２
０
２
９
年
の
小
中
学
校
の

児
童
生
徒
数
を
中
学
校
区
ご
と
に
掲
載
。
２
０
２
９
年
の
推
計
値

で
は
、
一
番
生
徒
数
が
少
な
い
中
学
校
区
は
３
９
７
人
で
、
小
規

模
校
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
れ
以
外
に
６
１
３
人
と
６
７
９
人
の
中

学
校
区
が
あ
り
、
７
５
０
人
〜
９
０
０
人
の
大
規
模
校
の
中
学
校

区
は
１
カ
所
。
そ
れ
以
上
の
９
０
０
人
以
上
に
な
る
中
学
校
区
は

14
カ
所
も
あ
り
ま
す
。
一
番
生
徒
数
が
多
い
中
学
校
区
は
２
３
９

８
人
で
す
。

義務教育学校

9年 ６年 ３年

義務教育学校 小学校 中学校

１人の校長・１つの教職員組織 それぞれに校長・教職員組織

各小中学校に施設施設一体型・分離型など
※設置形態に規定なし

「学校教育法」上の区分
（学校種）

修業年限

組織・運営

設置形態

高槻市〈連携型小中一貫教育〉

義務教育学校制度とは 義
務
教
育
学
校
に
つ
い
て

の
審
議
会（
５
月
30
日
）

義
務
教
育
学
校
に
つ
い
て

の
審
議
会（
５
月
30
日
）

問
題
を
指
摘
す
る
意
見
出
さ
れ
る

市
営
バ
ス
の
収
支
状
況
に
つ
い
て
報
告

市
営
バ
ス
の
収
支
状
況
に
つ
い
て
報
告

今
年
11
月
に
答
申（
案
）承
認
の
予
定

「
予
定
変
更
は
可
能
か
？
」と
の
意
見
も

　

審
議
会
の
委
員
か
ら
「
義
務
教
育
学
校
の
望
ま
し
い
学
級
数
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
」と
質
問
が
あ
り
、教
育
委
員
会
は「
今
後
、

検
討
す
る
」
と
答
弁
。「
ど
ん
な
規
模
の
学
校
か
ら
義
務
教
育
学

校
に
す
る
の
か
、ど
ん
な
教
育
を
す
る
の
か
決
め
る
必
要
が
あ
る
」

な
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
通
学
路
に
つ
い
て
の
資
料
も
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
槻
市
で
施
設
隣
接
型
、
施

設
分
離
型
は
通
学
路
の
変
更
が

生
じ
る
可
能
性
が
低
い
が
、
施

設
一
体
型
の
義
務
教
育
学
校
が

設
置
さ
れ
た
と
仮
定
し
、
各
中

学
校
区
の
最
遠
距
離
の
平
均
を

算
出
。
山
間
地
を
含

む
中
学
校
区
を
除

き
、
中
学
校
区

の
一
番
遠
い
住

宅
地
の

平
均
は

約
２
㎞
。

最
も
遠

い
の
は
２
．
69

㎞
（
第
二
中
学

校
）
と
示
さ
れ

　

今
後
の
審
議
会
は
、７
月
に
「
答
申
策
定
に
向
け
た
提
言
整
理
」、

９
月
に
「
答
申
の
共
有
」、
11
月
に
「
答
申
（
案
）
の
承
認
」
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
の
審
議
会

で
学
校
規
模
や
通
学
路
の
安
全
に
つ
い
て
の
意
見
が
多
く
出
さ

れ
、
会
長
か
ら
教
育
委
員
会
に
「
予
定
の
変
更
は
可
能
な
の
か
」

と
の
確
認
が
さ
れ
、「
も
っ
と
情
報
と
議
論
が
必
要
。
内
容
は
も

う
少
し
検
討
し
て
い
き
た
い
」
と
の
ま
と
め
が
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
11
日
の
福
祉
企

業
委
員
会
協
議
会
で
今

後
の
市
営
バ
ス
の
運
営

に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ

る
「
自
動
車
運
送
事
業

審
議
会
」
に
つ
い
て
の

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

福
祉
企
業
委
員
会
委

員
会
協
議
会
に
提
出
さ

れ
た
資
料
に
よ
る
と
、

市
営
バ
ス
は
コ
ロ
ナ
禍

（
２
０
１
９
年
度
）
以
降

の
純
損
益
は
大
幅
な
赤

字
で
す
（
グ
ラ
フ
参
照
）。

２
０
２
０
年
度
は
約
５

億
円
、
２
０
２
１
年
度

は
３
億
円
の
赤
字
と
な

り
ま
し
た
。
２
０
２
２

年
度
は
J
R
高
槻
駅
西

滞
留
所
売
却
に
よ
る
特
別
利
益
に
よ
り
大
幅
な
黒
字
と
な
り
ま
し

た
が
、
そ
れ
を
除
く
実
質
収
支
は
「
約
３
千
万
円
の
赤
字
」
で
、

２
０
２
３
年
は
ダ
イ
ヤ
改
正
や
あ
ら
ゆ
る
支
出
の
削
減
に
よ
っ
て

「
約
９
千
万
円
の
黒
字
」
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
２
０
２
４

年
度
は
物
価
や
人
件
費
の
高
騰
等
の
影
響
で「
約
１
億
２
千
万
円
」

の
赤
字
見
込
み
と
し
て
い
ま
す
。
審
議
会
で
は
、
今
、
市
営
バ
ス

の
運
賃
値
上
げ
の
議
論
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
「
２
㎞
も
小
学
生
が
ラ
ン
ド
セ
ル
を
持
っ

て
歩
け
る
の
か
心
配
」、「
セ
ー
フ
テ
ィ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
地
域

の
援
助
が
必
要
」
な
ど
の
不
安
の
声
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
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土地売却益で
大幅な黒字

コロナ禍以降
初の実質黒字

純損益（収支）総費用総収入

市バス収支状況の推移
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